
「
（
遠
西
）
産
科
礎
』
は
、
足
立
長
焦
（
一
七
七
六
’
一
八
三
七
）

が
入
手
し
て
天
の
賜
と
喜
び
、
西
洋
産
科
を
志
す
機
縁
と
な
っ
た

「
和
蘭
産
科
害
」
の
訳
書
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
翻
訳
の
時
期
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
日
本
医
史
学
会
で
酒
井
シ

ヅ
氏
は
、
本
書
の
内
容
、
原
著
者
、
原
著
、
そ
の
閏
訳
本
が
京
都

大
学
図
書
館
に
あ
る
こ
と
を
発
表
さ
れ
た
が
、
本
書
成
立
の
時
期

に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。

本
書
の
原
著
は
帝
四
口
目
ロ
尉
団
四
匡
号
さ
８
月
（
一
七
四
六
’
一

八
一
○
）
の
〈
両
国
月
言
閉
２
１
㎡
再
号
の
四
月
○
月
房
自
国
吊
己
閏

鳥
目
四
口
号
の
里
刷
己
○
吊
舟
ゞ
ｇ
駐
蔚
昌
号
の
囲
い
①
‐
扇
ヨ
ョ
朋
号

訂
８
冒
己
緒
弓
．
〉
（
田
舎
の
助
産
婦
の
た
め
の
問
と
答
に
よ
る
産
科
学

の
基
礎
知
識
）
で
、
初
版
が
一
七
七
五
年
、
原
著
者
の
死
後
ま
で
五

版
を
重
ね
て
い
る
。
一
七
七
九
年
○
ｍ
．
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
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足
立
長
馬
の
訳
書
「
産
科
礎
」
の

成
立
年
代

石

原

力

本
〈
⑦
３
己
号
偲
ヨ
開
房
号
門
ぐ
①
１
易
盲
目
①
蔚
邑
ロ
昌
忌
・
国

ぐ
ｇ
①
ロ
ぐ
Ｈ
ｏ
ｐ
弓
①
己
討
口
亘
胃
討
邑
匿
ロ
号
言
く
国
頤
①
。
①
弓
四
具
言
○
日
‐

号
ご
呂
鴨
の
扇
匡
．
〉
（
問
と
答
で
書
か
れ
た
田
舎
の
助
産
婦
の
た
め
の
産

科
学
の
基
礎
）
が
出
版
さ
れ
、
二
版
は
一
八
○
八
年
に
出
て
、
こ
れ

が
『
産
科
礎
』
の
原
本
で
あ
る
こ
と
は
長
篇
の
年
齢
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
○
ｍ
・
を
一
九
九
三
年
の
〈
ｚ
８
ｇ
両
目
開
国
ご
ざ
‐

唱
呉
耐
〉
は
○
○
ｇ
呂
吊
⑫
８
号
蔚
尉
（
一
七
六
七
’
一
八
四
八
）
と

し
て
い
る
が
年
齢
的
に
疑
問
が
あ
り
、
国
四
二
号
ざ
８
月
の
弟
子
で

師
の
本
を
蘭
訳
し
た
少
．
曾
禺
の
家
の
者
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。「

濃
国
江
馬
氏
蔵
書
印
」
の
あ
る
二
版
の
京
大
本
が
長
焦
所
蔵
原

本
な
の
か
は
興
味
の
あ
る
所
で
あ
る
。
長
篇
か
ら
江
馬
春
齢
宛
書

簡
も
あ
り
無
稽
で
は
な
い
が
、
京
大
本
に
そ
の
形
跡
は
な
く
、
長

篇
所
蔵
原
本
は
文
政
一
二
、
天
保
五
年
の
江
戸
大
火
罹
災
で
焼
失

し
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

「
産
科
礎
」
は
右
オ
ラ
ン
ダ
書
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

舶
来
は
翌
一
八
○
九
年
以
降
で
あ
ろ
う
。
当
時
三
四
歳
の
初
学
者

と
思
わ
れ
る
長
焦
が
翻
訳
に
難
渋
し
た
こ
と
は
、
四
か
所
三
三
行

に
及
ぶ
翻
訳
放
棄
、
原
文
記
載
に
も
み
ら
れ
る
か
ら
、
書
物
の
入
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手
・
翻
訳
期
間
に
一
年
以
上
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
本
書

の
成
立
が
一
八
一
○
（
文
化
七
）
年
以
前
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

さ
て
、
長
焦
の
訳
著
書
、
校
訂
本
で
現
存
す
る
も
の
は
十
五
部

あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
書
か
れ
て
い
る
肩
書
き
は
①
日
本
江
戸
、
②

シ
ご
壁
ご篠

山
医
員
、
③
篠
山
侍
医
の
三
種
が
あ
り
、
こ
の
順
序
で
経
過
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
ま
た
ま
文
化
二
年
に
は
、
一
月
に
丹
波

サ
ル
あ
ン
モ
ニ
ァ
シ

「
篠
山
医
員
」
足
立
長
篇
松
父
の
『
製
造
聿
撒
児
亜
永
謨
尼
亜
矢
即

ど
う
し
や

脳
砂
重
と
、
一
○
月
に
「
篠
山
侍
医
」
足
立
長
焦
校
訂
『
泰
西
熱

病
論
」
が
あ
り
、
長
篤
は
文
化
二
年
一
月
か
ら
一
○
月
ま
で
の

や
す

間
に
医
員
か
ら
青
山
忠
裕
藩
主
の
侍
医
に
昇
進
し
た
こ
と
が
判
明

し
た
。一

方
、
『
産
科
礎
』
は
巻
之
一
及
び
巻
之
二
か
ら
成
る
上
巻
相
当

部
分
（
原
本
第
一
篇
か
ら
第
三
篇
八
章
ま
で
）
と
、
下
巻
相
当
部
分
の

巻
二
（
原
本
第
七
篇
の
み
）
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
肩
書

き
は
前
者
で
「
日
本
江
戸
」
後
者
で
は
「
篠
山
侍
医
」
と
な
っ
て

い
る
か
ら
、
上
巻
相
当
部
分
は
文
化
二
年
以
前
の
篠
山
藩
医
仕

官
前
、
下
巻
相
当
部
分
は
文
化
二
年
以
後
の
訳
で
あ
る
。
長
焦

仕
官
の
時
期
が
師
の
吉
田
長
淑
の
加
賀
藩
医
仕
官
の
文
化
七
年
よ

り
も
後
、
文
化
九
年
頃
と
す
れ
ば
、
『
産
科
礎
」
上
巻
相
当
部
分
の

成
立
は
、
そ
れ
よ
り
前
の
文
化
八
（
一
八
二
）
年
前
後
と
推
定
さ

れ
る
。下

巻
相
当
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
『
遠
西
記
聞
」
、
別
名
『
精

盧
先
生
医
證
聞
書
』
と
を
合
本
に
し
て
『
産
科
摘
要
』
を
出
し
た

精
慮
堂
門
人
の
小
室
元
貞
が
そ
の
末
尾
に
、
「
予
祖
年
足
立
先
生
ヲ

訪
上
案
上
二
於
テ
此
稿
本
ヲ
得
帰
テ
其
一
二
傍
訓
ノ
誤
ヲ
校
ス
」

と
記
し
て
い
る
の
で
、
元
貞
が
精
盧
堂
を
辞
し
て
家
業
を
継
い
だ

文
政
一
○
年
か
ら
、
火
事
で
原
本
を
失
っ
た
可
能
性
の
強
い
文
政

一
二
年
ま
で
の
間
、
文
政
二
（
一
八
二
八
）
年
前
後
に
成
立
し
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
下
巻
相
当
部
分
に
は
藺
文
記
載
な
ど
は
な

く
、
訳
文
も
や
や
洗
練
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
産
科
礎
」
の
上
巻
相
当
部
分
が
文
化
八
（
一
八
二
）
年
に
成

っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
「
我
邦
二
於
ケ
ル
西
洋
産
科
書
ノ
噴

矢
」
は
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
青
地
林
宗
訳

ホ
ー
ル
ン

『
訶
倫
産
科
吉
』
と
す
る
説
（
中
野
操
）
は
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

（
賛
育
会
清
風
園
診
療
所
）
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